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公 (LePrince de Ligne)は，かれが有名な画家の兄弟であったと注釈をつけ
ねばならなかった。そのかれを，忘却のかなたより，よみがえらしめたものは，
1) William Bolitho， Tω"四 Againstthe Gods， Simon & Schuster. New York， 1929 
2) Philipp Beaufoy Barry， Sin勿e1'SDou.'旬 theCentu円 es，Jarrolds. London， 1928 
3) Sidney Dark， Twelue Bad Men， Thomas Y. Crowell Company. New York， 1929 
4) Me例仰向sde ]acques Casanova de Seingalt. ecdtes par lui-mem.s， édit阻ま~ orisinale~ 
la seule comp回te，Paris， Ernest Flammarion， (without date， probably. 1900).以


























5) Fehcien Marceau， Casanova. Galhmard， 1949小島直記氏訳『ある愛散の生涯 ドンジ
~ァ γとカサノグァ J (ミリォγ プ γクス)， 37頁u
6) Ibid.，向上。
7) 田晶錦治博土「東洋経済学史J，1351t。













of the manners and customs of the eighteenth century throughout 
EUTope)であるところにある。かれは， 欧州を上は王宮より下はどんそこ
{bas fonds)まで， くまなくみた。かれはフラ Yスやイタリアの貴族たちの
居城・オランダの豪商たちの快適な家庭・ポーノレ・モール (PallMall)の
自邸・居酒屋 (taverns)・宿屋 (mns)・百姓の小屋 (peasants' cottag閃 J




































9) The energy and abihty which Casanova displayed in gratifying his instincts 
would have sufi.ced to m止 ea reputation of the first importance in any depart-
ment， as a popular statesman， a great judge， a merchant prince， and enabled him 
to die worn out by the monotonolls and feverish toil of the senate， the court， or 
the counting-house (H. El1is，佑ia.，p. 95) 
10) Stefan Zweig. cited from "The Othe'l C雨脚ova"by Paul Nettl， N. Y.， 1950， p.vii 
第三のカザノー ヴァ (1 ( 5 ) 
というべきであろうか，おそら<.そうであろう一一一それは，その時代の，
風習・道徳のもっとも重要な根本資料 (themost important source ma.te 





















11) Paul NeW， ibid.， p. 1 
12) “Paul Lacroix paid Stendhal the huge compJ iment of snggesting of that he had 
written the Memoires， a sufficient1y wgenious suggestion， for in Ste界dhal'sDauphiny 
spirit there i5 something of that love of adventure which i5 supremely illustrated 
in Casanova，" (H. EIlis，幼id.，p. 105.) 
























13) Ko.rl. Kautsky. Der Urstyune d目 r:h円 stentums.1923/3 
14) Memoires， VI， pp. 449-458. “Lettres a M， Faulkinher， a Oberlentersdorf， ecrites-
par son mcilleur ami. Jacques Casanova de Sp-in'galt"， (1) (Janvier 1792) 
15) Ibid.， pp. 4-59-471， "Fragmants du Prince de LIgDe sur Jacques Casanova." 
16) wc know that， as Annand Baschet負Tstprovp.d， Casanova himself really wrote 
hi5 own Memoires." (H. Ellis， ibid.， p. 105.) 















































































































17) Montaigne， Essais， Livre prem!er， Chap. xxxi， Des cannibales，関根秀雄氏訳「モY
テ ーι 匝且菅樺J(縮刷版)， 278買。























































む余地はない。したがって，また，この場合，モ Y テ ユュの心配も把憂にお


























18) let us forget that it is an autobiography and take it merely as a story. lts 
lillmense range of human interest， its audacious realism， its freedom from _perver-




















































































20) Felicien Marceau， ibid.，小島直記氏訳，向上.19-20頁。























































21) Voir Mdtnoi阿 5，UI， 2， p. 41 
22) VoIr Memoiyes， III， 3-7. pp. 41-124 
23) lbiil.，日1，8， p. 176 
























しろだてができる。それは，ベノレエ氏 (M.ee R悶 mのである。カザノーヴァ
!::ベノレエ氏とのまじわりは，とおしかれらのベニ月にありし日の時代にさか
のぼるの当時ベノレヱ氏ば，フラ Yスのベエス駐存大使 (ambassadeurde Fra-
24) Ibid.， III. 8. pp_ 179~180 
20 (20) 第96巻第1号
nce a Venicめであった。そして，そのおり， カザノーヴァとかれは，女性
関係で，相識り，相交わ深い関係でむすばれるにいたった町。そのベノレエ氏
が，このとき，パリに帰還して，外務省の大官 (chefQU 'm】nistredes a丘aires
etrange工es)になっていた。そこで，かれは「わたくしには， この大臣の庇護
の「に卒還をつかむ充分の理由がある。JCJ'avais bonnes dc raisons pour 



















25) Voir Bぱemowes，II， 22~28 ， pp. 395-522 
26) Ibid__ III. S. p. 176 
27) Ibid.. III， 9， p. 182 
28) Ibid.. p_ 1回




















オノレレアY公 (PhillipIII d'Orlean， Regent 1674-1723)の知遇を得て， そ
の庇護の下にたちまちにしてフラ Y月の財政・経済を左右するにし、たったこと
を問。また，カザノーヴァよりおくれること 4年， 1760年，あの「セヴィラの理
髪師」ゃ「フィガロの結婚」で有名なポーマノレγ ェー (Pierre-AugustinCaron 
Beaumarchais)も，知名の財政家パリ・デュヴェノレネー (Paris-Duvernejア〕に
よって，一躍，財政事務にたづさわらせられ， 産をなすにいたったことをぺ
29) Levasseur， Reckerches histゆ円quessur le systeme de Law， Paris， 1834 
JO) 辰野隆博士「ポー マノレγ ェ とフフンス革命J.48-49質。
22 (22) 第 96巷第1号
一ーなお，これは，さきで， <わし〈説〈ことになるはずであるが，カザノー
ゲァの経済人としてのキャリーアが現実に開始されるのも，実は，このパリ・
デュヴェル不一壱通じてのことである o そういえば，カザノーヴァとポーマノレ
γ ェーの二人の性行・経歴には，たぶんに類似したものがあるのを感ぜしめら
れる。時代の影響に帰せられるでもあろうか。閑話休題。そして，最後に，わ
れわれは，ベノレz 氏が，カザノーヴァの才能について，深く信じ，固く頼むと
ころがあったからであると，かんがえることもできるのではないか，というこ
とを，わすれてはならない。ことに，ベノレニ氏とカザノーヴァの往年ベニスに
おける特殊・格別の親交を想起「れば，このようにかんがえることは， すこし
も無理ではないであろう。いな，そうかんがえない方が，かえっておかしいと
いうものであろう。そういヮてもよいのではなかろうか。
それはともかく，カザノーヴァの経済人としてのキァリーアが，いよいよ，
とこにひらかれ右己長になる。それでは，それは，いかにひらかれてゆくであ
ろうか。
それは，かれが，財務総監プーローエ与をたづねるととからはじまる。だか
ら，この二人のであいは，経済人としてのカザノーヴァをあきらかにする土か
らみるとき，きわめて重大なことでなければならない。 だから，わたくしは，
まず，それから， うかがうであろう。(この項未完〉
